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かるた取り大会
　１月８日（木）、日
吉台公民館でおもし
ろジャンボかるた取
りが行われました。
　大ホールいっぱい
に置かれたジャンボ
かるたに子どもたち
が飛びつき、友達と
楽しいお正月遊びを
満喫しました。

“福笑い”をやろう！
　１月15日（木）、
富谷中央公民館では
子どもたちが福笑い
に挑戦。目隠しをし
た人が目や鼻を並べ
ておたふく顔のキャ
ラクターを完成させ
ました。その顔のお
もしろさに大笑いし
ながら福を呼び入れ
ました。

部活体験 バドミントン教室
　12月25日（木）、あけの平公民館にて部活体験教室が
行われました。富谷第二中学校バドミントン部のお姉
さんたちに丁寧に指導を受けながら、小学生の児童た
ちは熱心にバドミントンの練習をしました。

町
内
会
長
と
し
て

　
私
は
、
富
谷
町
に
転
入
し
て
き
た

当
初
か
ら
町
内
会
の
理
事
を
務
め
る

な
ど
、
現
在
ま
で
約
40
年
間
町
内
会

の
運
営
に
携
わ
り
、
平
成
16
年
か
ら

は
富
ケ
丘
北
部
町
内
会
の
会
長
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
“
お
も
し
ろ
お
か
し
く
”
こ
れ
が

会
長
と
し
て
心
掛
け
て
い
る
こ
と
で

す
。
町
内
会
活
動
は
、
運
営
す
る
側

も
参
加
す
る
側
も
、
難
し
く
考
え
す

ぎ
ず
皆
で
笑
い
楽
し
む
こ
と
で
、
多

く
の
方
に
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
今
後
、
町
内
会
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
今
の
住
環
境
を
ど
う
維
持
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
、
高
齢

化
、
空
き
家
の
増
加
、
道
路
の
劣
化

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
町
内
会
と
町
が
協
力
し
合

っ
て
住
環
境
を
整
え
、
若
い
世
代
が

安
心
し
て
住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
責
務
で
す
ね
。

十
三
夜
魂
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

実
行
委
員
長
と
し
て

　
第
一
回
目
の
開
催
は
と
て
も
苦
労

し
ま
し
た
。
前
例
に
捉
わ
れ
ず
、
た

く
さ
ん
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
け
る

よ
う
実
行
委
員
の
仲
間
と
何
度
も
話

し
合
い
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　
町
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定

着
で
き
た
の
は
、
実
行
委
員
の
仲
間

と
開
催
場
所
を
富
谷
の
原
点
で
あ
る

し
ん
ま
ち
通
り
に
し
た
こ
と
、
多
く

の
方
が
ま
つ
り
に
参
加
、
協
力
し
て

く
れ
た
こ
と
が
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

　
賑
わ
い
の
あ
る
昼
と
ラ
ン
タ
ン
の

灯
る
夜
の
対
比
は
見
事
で
す
。
昼
と

夜
で
雰
囲
気
が
変
わ
る
ま
つ
り
は
全

国
的
に
見
て
も
あ
ま
り
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
一
人

で
も
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
け

る
よ
う
工
夫
し
、
全
国
的
に
有
名
な

ま
つ
り
に
す
る
こ
と
が
実
行
委
員
長

と
し
て
の
夢
で
す
。

茶
道
家
と
し
て

　
会
社
勤
務
時
代
に
石
州
清
水
流
家

元
の
先
生
に
出
会
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
始
め
た
茶
道
。
先
生
の
生
き
方

や
教
え
方
に
影
響
を
受
け
、
50
年
以

上
続
け
て
い
ま
す
。
定
年
後
に
茶
道

講
師
と
な
り
、
お
茶
の
魅
力
を
た
く

さ
ん
の
方
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
茶
道
は
色
々
な
も
の
の
想
い
や
歴

史
が
詰
ま
っ
た
総
合
芸
術
で
す
。
間

口
・
奥
行
き
が
広
く
、
人
間
形
成
に

近
い
、
人
の
気
持
ち
に
影
響
を
与
え

る
文
化
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
公
民
館
や
学
校
な
ど
で
も

子
ど
も
た
ち
に
茶
道
を
教
え
て
い
ま

す
が
、
茶
道
を
通
し
て
、
あ
い
さ
つ

や
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

富
谷
町
に
思
う
こ
と

　
“
日
本
一
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
町
”

だ
と
思
い
ま
す
。
年
々
、
生
活
が
便

利
に
な
り
た
く
さ
ん
の
方
が
転
入
し

て
き
ま
す
ね
。
子
ど
も
た
ち
が
大
人

に
な
っ
て
も
住
み
続
け
、
富
谷
を
故

郷
と
し
て
大
切
に
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

若い方がもっと
町内会やまつりに参加して欲しいです

昭和16年生まれ。仙台市出身、富ケ丘在住。民
間会社に勤務し、昭和51年から富谷町に居住する。
平成16年より富ケ丘北部町内会長、平成19年から
は十三夜魂のふるさとまつり実行委員長を務める。
そのほか、茶道家（石州清水流）として各種教室
を開催し、茶道の魅力を伝えている。好きな言葉は、
「以和為貴」（和をもって貴しとなす）。
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富ケ丘北部町内会　会長
十三夜 魂のふるさとまつり　実行委員長
茶道家

白木　敏夫 さん

地域の源
私たちの町内会 Vol.⑪

　とちの木町内
会は平成２年７
月に、人口増加
に伴い町上町内
会から独立して
発足し、今年で
25年目を迎え

ました。
　団地としてはそれほど大きくはないですが、そ
の分一つの地区として非常にまとまりがありま
す。夏祭りや敬老祝賀会、餅つき会、ワンコイン
交流会など年間を通して多数行事を開催してお
り、その他町内清掃活動や防犯パトロールなども
定期的に行っています。最近開発が進んだグリー
ンタウンにも住宅が建ち並び、人口も増えている
大変活気ある町内会です。
　３年ほど前から班長だけでなく役員にも輪番制
を導入しており、役員の皆さんには町内会活動に
関心を持って積極的に取り組んでもらっていま
す。さらに輪番制にしたことにより多くの方が顔
見知りになり、行事への参加者が年々増加し、コ

ミュニケーションの向上につ
ながっています。
　また、町内会行事における
運営や飾りつけ、屋台やメイ
ンステージの設営も業者には
委託せず、全て自分たちで行っています。祭りな
ど「来てください」ではなく「一緒に作り上げよう」
と声掛けすることで、以前役員を務めてくれた人
はもちろん、その他の住民の方も、各々の得意分
野や長所を活かして積極的に参加してくれていま
す。その甲斐あって昨年の夏祭りは、団地の大勢
の方々に参加していただき、これまでにない盛り
上がりを見せました。
　今後も行事を減らすことなく、若い世代の方に
もどんどん町内会に携わっていただき、住民同士
が顔のわかる、コミ
ュニケーションのと
れた、仲の良い町内
会・地域づくりを目
指していきます。

とちの木町内会
会　長　平間　静男 さん
会員数　414世帯

地域を支える町内会地域を支える町内会

平成26年12月21
日、富ケ丘北部会
館の建替工事が完
了し、落成式と町
内会まつりが開催
されました。

毎年、富ケ丘公民館で新春お茶会を開催し、
地域の子どもたちに茶道を教えています。
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